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県内で水揚げされるブリ類は水揚げ後、漁協等を通じ
て築地市場等に出荷されているが、主に鮮魚として出荷
され、大量水揚げ時は魚価が極端に下落し、漁業者が出
漁を取り止めることもある。

このため、鮮魚出荷が集中しないよう加工品としての
利用が求められるものの、特に小型サイズのブリ（イナ
ダ）は粗脂肪量が少なく、切り身といった単純な加工だ
けでは販路が広がらず、県内でも積極的に買取ができる
ところは限られている。

・産地漁協と連携し、大量水揚げ時にも冷凍原料として
保管できる流通及び加工受入体制の構築。

・魚肉採取機やミキサー、成型機等を導入し、魚肉メン
チ加工製品の製造販売に取組み、魚体サイズや脂質等、
品質のバラツキによる売りにくさを改善した商品で消
費量の拡大。

・アンテナショップや生活協同組合等に、プロジェクト
開発商品の販売を行うとともに、消費者の反応を汲み
取り、産直提携を生かした商品の開発。

プロジェクトの概要

・新商品「ぶりハンバーグ」を開発し、アンテナショッ
プで消費者からの意見を反映させ、生協等で販売。

・小型ブリを使用したメンチカツやイワシ団子等を開発
し、魚種による加工品のバリエーションが増加。

・地元のＪＡと協力し、農協と漁協によるコラボレー
ション商品を企画。

・物流体制を整備し、原料魚の受入れ態勢のガイドライ
ンを構築。

取 組 に よ る 成 果

目 詰 ま り の 現 状

・魚肉採取機やミキサー、成型機等を導入
し、ブリ類を原料とした新商品を開発。
・産地漁協と連携し、大量水揚げ時にも対
応できる受入れ体制を構築。
・アンテナショップ等で開発商品のアンケー
ト調査を行い、商品開発に反映。

プロジェクトフロー
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・鮮魚出荷主体の為、大量水揚げ時は受け
入れ先がオーバーフローし、魚価が極端
に下落する。
・粗脂肪率が低く、サイズがバラバラのため、
使用用途が限られている。
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